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ELF/VLF 帯から VHF/UHF 帯への周波数帯の広帯域電磁波を放射することが知られているo 雷位置標定に対して
VHF/UHF インパルス放射に注目した研究者は少なし、。標定技術には主に 2 つの手法が存在し、 1 つは到着時刻に
注目したもの、もう l つは狭帯域干渉計を使用したものである。しかしながら、これらの技術には枝の識別および総
合的雷活動の観測が難しいなどといった欠点が存在する o
大阪大学の雷研究グループは広い動作周波数帯域を持つ干渉計を用いた新しい雷標定技術を開発すべくプロジェク
トを立ち上げている。この広帯域干渉計は詳細な雷放電進展様相の像を作ることを可能にしているo 本研究において
は全体的に次のような成果を得ている o
(1)殆どの雷活動における上向き放電及び対地放電とその極性が観測されている o 異なるタイプの放電プレークダウ
ンが認められる o これらは予備プレークダウン、イニシャルリーダ、後ろ向きリーダ(例えば針型、イニシャル
型などを試みている)及び雲内放電活動の J 型およびK型のプロセスを含んでいる。
(2)多重落雷と多地点落雷との区別をしている。 VHF 雷標定システムによってのみ多地点蒋雷の認織が可能として
L 、る。
(3)雷の構造が明確にマッピングしている o
(4) このシステムにより雷放電の枝分かれを観測し、各リーダの枝分かれ速度を測定している。これは本システムの
注目すべき長所である o
以上のように本論文は VHF 広帯域ラジオリモートセンシングの長所を用いて新しい雷放電標定システムを提案し
ている。システムは25MHz--250MHz で開発され、それゆえこのシステムは上向き放電に対しても対地放電に対し
ても全体としての雷活動を観測することが可能となる。これらの成果は、雷放電に関する研究及び観測目的に大いに
活用し得るものであり、電力工学に寄与するところが大きし、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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